
要望の多かった「破・碍・鷹」の扱いについて 

0「追加字種の選定基準」との関係 

→「破」の出現頻度：3949位，語例：破璃。 

→「碍」の出現頻度：3461位，語例：融通無碍（擬），碍子。 

→「鷹」の出現頻度：1509位，語例：鷹揚。 

＜「障害」と「障欝」の使用の経緯・意味等＞ 

① 江戸末期における「障害」の使用例 

→別紙 1 「英和対訳袖珍辞書（文久 2(1862）年）」（杉本つとむ編著『江戸時代

翻訳日本語辞典』（早稲田大学出版部，昭和 56 年）) 

② 明治期から大正期にかけての「障害」と「障碍（擬）」の使用例 

→別紙 2 『日本国語大辞典 第 2版』（小学館，平成 12-'-14年） 

→別紙 3 「法律における「障害」と「障碍（凝）」の使用例」 

→別紙4 国立国語研究所編『太陽コーパス』（博文館新社，平成 17年） 

→別紙 5 「明治の讃責新聞」（読売新聞東京本社，平成 15 年） 

③ 法律における「障害者」の使用例 

→別紙 6 「法律における「障害者」等の使用例」 

④ これまで我が国で使われてきた「障碍（磯）」という語の意味 

→別紙 7 各種の辞書における記述（『日本国語大辞典 第 2版』,『角川古語大

辞典』，『例文 仏教語大辞典』等） 

⑤ 障がい者制度改革推進本部の設置 

→別紙 8 閣議決定「障がい者制度改革推進本部の設置について」（平成 21年 

12月 8 日） 

国語課題小委(H30.10.5)
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別 紙 3 

法律における「障害」と「障碍（擬刀の使用例 

（明治～大正期） 

「障害」 

明治 30 年 3月30日 砂防法 

第 23 条 「…其ノ土地二現存スル瞳豊物ヲ除却スルコトヲ得」 

明治 32 年 3月29日 水難救護法 

第 29 条 「・・航路，錨地又ハ建造物二障害ヲ為スト・‘一」 

明治 42 年 4月13日 耕地整理法 

第 7 条 「・・一障害ノ竹木土石等ヲ移転若ハ除却セシムルコト・・・」 

明治 44年 3月30日 電気事業法 

第 8 条 「…電線路ノ施設及保守二障豊ヲ及スヘキ竹木其ノ他ノ植物・・・」 

第15 条 「・・・電気工作物ト其ノ他ノ工作物トノ間二於ケル瞳宣ヲ・・」 

大正 5 年 2 月 7日 電気事業法改正（追加条項部分） 

第14 条ノ二「・・・電気工作物ノ障害ョリ生スヘキ・」 

「障碍（擬）」 

明治 23 年 5月27日 水路測量標条例 

第4 条 「測量施行ノ為メ障碍トナル竹木ヲ・・・」 

明治 25 年 6月23日 海上衝突予防法

第 9 条 「・・岩礁其ノ他瞳豊物ニ…」 

明治 33 年 3月14日 電信法 

第 37 条 「‘通信ヲ障碍シタル者・・・」「・過失二因リ障蛋シタル者・・・」 

大正 5 年 3月 7日 海底電信線保護万国連合条例罰則

第1条 「 通信ヲ障碍シ又ハ障碍スヘキ危険ヲ」 

大正 8 年 4月10 日 史蹟名勝天然記念物保存法 

第 2 条 「…土地ノ発掘瞳碍物ノ撤去ソノ他調査二必要ナル行為・・一」 

3 



別 紙 4 

太陽コーパス（雑誌『太陽』日本語データベース） 

（国立国語研究所編 CD-ROM 版 博文館新社） 

「障害」「障碍」「障擬」の出現頻度数 

出版年 由 障 口 障碍 障擬 総計 

1895（明治 28）年 22 17 10 49 

1901（明治34）年 48 n
ノ
一
 
1
  

19 88 

1909（明治 42）年 13 8 
、 	5 

26 

1917（大正 6）年 20 ‘
ー
 
4
,
 

 
~ 6 40 

1925（大正14）年 25 8 1 34 

総計 128 68 41 237 
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別 紙 6 

法律における「障害者」等の使用例 

昭和 4年 4月 1日 救護法 

第1条四 「・ 	其ノ他精神又ハ身体ノ障碍二因リ労務ヲ行フ二支障アル者」 

昭和 19 年 2月15日 厚生年金保険法（労働者年金保険法から名称を改正） 

「障害無金及瞳害手当金」を使用 

昭和 22 年 4月 5日 労働基準法 

第 77 条 「労働者が業務上負傷し，又は疾病にかかり，なおつたとき皇体に障害

が存する場合においては…」 

別表第1 「身体障害等級」という用語が用いられる 

昭和 22 年 11月30 日 職業安定法 

第 26 条 「身体に障害のある者その他特別の職業補導を加えることを必要とする

者については」 

昭和軸荏恒月［『垣『職業蒙走塗三部取正 
第 26 条の次に条文が加えられ，その見出しとして「（身体障害者に対する職業補導）」 

という用語が用いられる 

昭 O 24罵国月頁工亘．国立身体障害者更正措婆所設置菱 
法律名に「身体障害者」という用語が用いられる 

昭和24年12亘2旦日ー皇体瞳害煮福祉法 

昭利57年.7月ーユも亘舞胃iご関ずる用語の撃理iこ関する法律

恩給法など 162 本の法律を一斉改正 
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障がい者制度改革推進本部の設置について 

r 
平成 21年12月 8 日 

閣 議 決 定 
、 	 -, 

1 障害者の権利に関する条約（仮称）の締結に必要な国内法の整備を始め

とする我が国の障害者に係る制度の集中的な改革を行い、関係行政機関相

互間の緊密な連携を確保しつつ、障害者施策の総合的かつ効果的な推進を

図るため、内閣に障がい者制度改革推進本部（以下「本部」という。）を

設置する。 

2 本部の構成員は、次のとおりとする。ただし、本部長は、必要があると 

認めるときは、関係者の出席を求めることができる。 

本部長 内閣総理大臣 

副本部長 内閣官房長官 

内閣府特命担当大臣（障害者施策） 

本部員 他のすべての国務大臣 

本部は、当面 5年間を障害者の制度に係る改革の集中期間と位置付け、 

改革の推進に関する総合調整、改革推進の基本的な方針の案の作成及び推

進並びに法令等における「障害」の表記の在り方に関する検討等を行う。 

4 本部長は、障害者施策の推進に関する事項について意見を求めるため、 

障害者、障害者の福祉に関する事業に従事する者及び学識経験者等の参集

を求めることができる。 

5 本部の庶務は、関係行政機関の協力を得て、内閣府において処理する。 

6 前各項に定めるもののほか、本部の運営に関する事項その他必要な事項

は、本部長が定める。 

7 平成12年12月 26 日閣議決定により設置された障害者施策推進本部 

（以下「旧本部」という。）は廃止し、これまで旧本部が決定した事項に

ついては、本部に弓は継がれるものとする。 
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